
Ⅰ．はじめに

　２００３年秋に宮崎県内の緑化業者から，宮崎市内のクスノキ

（Cinnnamomum camphora）街路樹の枝枯れ症状について診断

依頼があった。複数の通りで街路樹を調査したところ，激しい枝

枯れを起こしていることを確認した。被害が激しいものでは枯死

したものもあった。病徴の観察結果からクスノキ炭疸病（6，12），

病原菌：Gloeosporium cingulata）と診断したが，まったく同じ

症状が昆虫関係の文献（3，5）ではクスクダアザミウマ

（Liothrips floridensis）の被害とされていた。筆者らはどちらが

本当なのか，ここ数年疑問を抱いてきた。本稿ではクスノキ街路

樹の枝枯れ症状と，吸汁性昆虫の関係について調査を行った結果

を報告し，被害が多発した原因について考察した。

Ⅱ．調査方法

　２００５年５月に宮崎市内のクスノキ街路樹枝枯れについて調査を

行った。変色した緑枝に昆虫の寄生を認めたので，文献（3，5）

を調べた結果クスクダアザミウマであることが分かった。この虫

はクスノキを枯らすことがあるという報告（8，9）があり，放虫

試験を行うため２００５年６月５日に宮崎市内の被害枝からクスクダ

アザミウマ成虫を採集した。１回目の試験は６月７日に健全なク

スノキ苗木（高さ約１．２m，根本直径１ cm）を４本準備し，２本

の苗木に成虫を３０匹ずつ放虫した。残り２本のうち１本には，昆

虫標本用針（００号）１０本の束を用いて１０枚の葉基部に傷を付け，

他の１本は無処理の対照とした。その後，４本の苗木とも葉付き

の部分をビニール袋で覆った。放虫１０日目に枯れた葉の数を数え，

被害枝と葉柄から常法によって病原菌の分離を行った。
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写真－１．枝枯れを起こしたクスノキ街路樹
（２００５年５月宮崎市内）

写真－２．クスクダアザミウマによる
クスノキ緑枝の吸汁痕

写真－３．緑枝の変色とクスクダアザミ
ウマの集中加害の状況



　さらに，２回目の放虫試験を行うために６月２５日に枝を採取し

た。７月１日に６本の苗木を準備し，各５０枚の葉にナンバリング

を行い，３本にクスクダアザミウマを２０匹ずつ放虫した。残る３

本は無処理とし，６本の苗木をそれぞれ袋で被った。８月１日に

ナンバリングを行った葉について，吸汁痕のある葉，枯死葉，落

葉の数を数えた。２００３～２００５年の宮崎市の降水量・気温の推移は

宮崎県農業気象月報によった。

Ⅲ．結果

１．被害調査

　今回調査を行ったクスノキ街路樹は，延長１，２００ｍの道路の両

側に９０本程ずつ植栽されている。その中の複数箇所で，劣悪な土

壌条件に起因すると考えられる梢端部の枝枯れ，地表付近への根

の集中，根系による舗装面の持ち上がり等が見られ，葉色は年間

を通じて，全体がうすい黄緑色の木が多く，濃い緑の葉が繁って

いる木は少なかった。また，近年は強度の剪定が行われることに

加え，度重なる枝枯れの結果，枝数は極端に少なく，個々の枝が

はっきり視認出来るほど葉量が少ない木が多かった。

　この街路樹で枝枯れが始まった時期は明確ではないが，被害発

生は２００３年秋，２００４年春と秋，２００５年春に確認した。それら被害

木の緑枝には２００５年５月末の時点で枯死したものが多数見られた

（写真－１）。

　クスクダアザミウマの被害は始め，緑枝の表面に紫褐色の楕円

形の吸汁痕がうすく形成され，やがて表皮が凹んでくる。吸汁痕

は表皮の表面付近だけが変色し，内樹皮が壊死するまで，拡がっ

てはいなかった。枝基部では多くのクスクダアザミウマが吸汁す

るため，吸汁痕が融合して枝を取り巻くように変色し，紫褐色な

いしは黒褐色を呈していた（写真－２）。緑枝の基部は内樹皮が

黒変している場合も多く，癌腫状に巻込を始めている個所もあり，

複数年の被害と考えられた。

　新生緑枝の基部付近や古い枝の緑枝部分には，クスクダアザミ

ウマの幼虫（オレンジ色）や成虫（黒色）が集中して寄生してい

るのが観察された（写真－３）。枝を持ち帰って検鏡したところ，

オレンジ色の幼虫に混じって，同色の蛹の存在も確認された。ア

ザミウマは不完全変態で，蛹は繭を作らず活動性である（14，

写真－４）。枯死した枝の基部や，地際付近では萌芽枝（後生枝）

の発生が見られたが，それらの先端部の芽や展開直後の幼葉も黒

変して枯れており，これらの枯れもクスクダアザミウマの加害に

よるものと考えられた。また，樹皮の割れ目や葉跡などには網目

模様がある黒い卵が，単独あるいは複数個産み付けられていた。

アザミウマはアザミウマ科とクダアザミウマ科に分類され，アザ

ミウマ科は植物組織内に産み込むが，クダアザミウマ科では表面

に産み付けるとされている（14，写真－４参照）。

　紫褐色の吸汁痕のうち一部は黒変する（写真－２参照）。これ

は潜在的にクスノキ樹体内に寄生していた炭疸病菌が，吸汁に

よって生じた壊死部分で活動が活発化した結果ではないかと考え

られるが，この点については菌の分離を行って確認する必要があ

る。

２．放虫試験

　放虫試験の結果を表－１に示した。１回目（表－１）では，放

虫後３日目くらいから苗木の頂端付近の葉柄が黒く変色し，落葉
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写真－５．クスクダアザミウマの幼虫によっ
て生じた葉の枯死

写真－４．クスクダアザミの各ステージ

表－１　放虫試験の結果（１回目）

枯死葉の数処理

８対照

０付傷

１６放虫－１

４４放虫－２

※各処理につき苗木１本

表－２　放虫試験の結果（２回目）

落葉枝枯れ吸汁痕処理

２００無処理

６２２２２放虫

※各数値は苗木３本の合計



するものも現れた。放虫後１０日目に枯れ葉の数を数えた結果，放

虫木－１では枯れ葉の枚数は１６枚であったが，放虫木－２では苗

木全体の葉が枯れた（４４枚）。無処理の対象木でも８枚の枯れ葉

があったが，付傷だけの木では傷だけが黒変し，吸汁や病害発生

による異常は発生しなかった。

　２回目の放虫ではいずれの被害も３本の放虫木で多く，対照区

の３本では１本の苗木に芽枯れが１個所発生しただけであった

（表－２）。１回目の試験で枯れた枝（写真－５）と葉柄から菌の

分離を試みたところ，無処理の枯れ葉も含めて炭疸病菌が分離さ

れた。

３．降水量の推移

　月間降水量と気温について，その平年値と２００３年から２００５年ま

での推移を図－１に示した。被害に最初に気づいた２００３年は梅雨

明け後の７月以降，少雨であった。夏に枝枯れがあったかどうか

は分からないが，秋には枯れ枝が見られた。２００４年は５月と１１月

に枯れ枝が見られた。この年は前年１２月から３月まで少雨が続き，

８～１０月までは比較的雨が多かったが１１，１２月には急減した。さ

らに２００５年は３，４月が少雨で，４月の降水量は平年の３０％であっ

た。被害枝は５月には見られたので，春先の少雨が影響したと考

えられた。一方，気温については全期間を通じて高く，特に２００４

年夏期には真夏日が多かったのに加えて，７，８月は降水量も少な

かった。この３年間については，月ごとの降水量の変動幅が大き

かった。

Ⅳ．考察

１．炭疽病とクスクダアザミウマに関する研究

　アザミウマは農業では大害虫として知られている（14）が，

林業ではそれほど重要視されておらず，樹木害虫関係の図書にも

あまり記述はない。クスクダアザミウマ（3，5）や炭疸病被害に

関する記述（6，12）はあるが，両者の関係について述べたもの

は少ない。

　クスノキ炭疸病は１９０７年に吉野（15）によって樟黒斑病と命

名された。同年に櫻井（11）は「樟樹のムクゲムシに就いて」

と題する論文において，クスクダアザミウマの被害について述べ

た。１９０８年に黒澤は，ムクゲムシの吸汁痕から黒斑病が発生する

ことを報告した（8）。日高（7）の書には両者とも記載されては

いるが，それぞれ別の被害として述べられている。クスクダアザ

ミウマの吸汁痕から黒斑病が発生するということを述べた報告は

黒澤が最初である。伊藤・林（2）は病原菌の所属について検討

し，病名を黒斑病から炭疽病に改めた。一方，喜多村（3）はこ

の被害を虫害として紹介している。

　黒澤はクスノキ切り枝にクスクダアザミウマを放虫し，病原菌

を散布しなくても枝枯れを起こすことを報告した。また，

Howard（1）はクスクダアザミウマの吸汁痕の周りでだけ，クス

ノキに Pestalozzia（正しくは Pestalotia）sp. が感染することを

報告した。クスクダアザミウマが病原菌を伝搬しなくても，樹体

内に炭疸病菌が潜在的に感染していることが知られている（13）。

クスクダアザミウマの吸汁による付傷によって，内生していた菌

の活動が活発になり発病に至るのではないかと考えられる。今回

の実験では付傷だけでは発病しなかったので，クスクダアザミウ

マの唾液に含まれる成分が，菌の侵入時に何らかの役割を果たし

ているのかも知れない。

　今回の結果から，枝枯れ症状は炭疽病によって引き起こされる

が，炭疽病の多発はクスクダアザミウマの加害が引き金となって

いることが明らかになった。

２．街路樹の樹勢衰退

　樹勢が衰退している街路樹は，宮崎県内では今回調査を行った

場所以外にもいくつもあり，クスノキ以外にもクロガネモチ，ホ

ルトノキ等の街路樹で衰退が著しい（讃井，未発表）。いずれも

樹形の乱れや，樹冠の枝先枯れ等を起こしており，自然樹形には

ほど遠いものである。このような衰退は街路樹に限らず，建物周

辺の緑化木でも普通に見られる。今回，調査を行った地域は宮崎
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図－１．平年と２００３～２００５年の月間降水量推移（宮崎市）



層群の砂岩・泥岩の互層を切り取った場所に道路が造成されてい

る。一般に宮崎層群を切り取った個所は，客土をしないと樹木の

植栽には不適当な場所が多く，一帯の緑化樹のなかにも生育が悪

いものが見られる。今回発生した枝枯れは，各地で発生している

街路樹の樹勢衰退と同様に，土壌条件が悪い場所にあるクスノキ

が樹勢衰退を起こし，樹勢が衰えたクスノキにクスクダアザミウ

マが寄生し吸汁を行った結果，その吸汁痕から炭疸病菌が拡がっ

たと考えられる。

　近年，街路樹については，台風による倒木の防止，落葉への苦

情に対する配慮や道路の見通し確保等のため，樹木本来の樹形や

適期を無視した強度の剪定が行われる。強度の，あるいは不時の

剪定が樹木に及ぼす影響は樹種によって異なるであろうが，樹木

にとって枝葉の再生には大量のエネルギーを消費するのではない

だろうか？　多くの街路樹は剪定によって大部分の枝葉を失い，

枯れ枝の発生も加わって自然樹形とはほど遠い状況である。立地

条件が悪いことに加えて，過度に手を入れられたこと，さらに長

期にわたって雨が少ない状況が続いたことなどから樹勢が衰え，

今回のような激しい被害を招いたと考えられる。降水量について

は変動幅が大きかったことから，クスノキが水ストレスを起こし

た可能性も考えられ，これらの時期に水ポテンシャルの測定が必

要と考えられる。

３．被害対策

　この被害についての緊急の対策としては薬剤の散布が考えられ

るが，本症状の場合，炭疸病に対処するのか，アザミウマに対処

するのか，判断に迷うところである。また，これらの被害につい

ては登録農薬もない。アザミウマは年間，１０数回羽化を繰り返す

とされており（14），何回も散布することが必要である。また，

炭疸病は病原菌が潜在感染（13）をしているのに加えて，古い

被害部に生息している菌まで殺菌できるか疑問である。さらに少

雨と，劣悪な土壌環境が影響していると考えられたことなどから，

今回の被害に対して薬剤散布の指導はしなかった。

　現在，激しい被害が発生している場所は，土壌の条件が極端に

悪いと推察される場所ばかりである。土壌の堅密化に起因する根

の浮き上がりや舗装の持ち上げ，梢端の枝枯れ等が発生している

ことから，樹勢の回復には土壌改良がもっとも有効と考えられた。

土壌条件の改善はクスノキに限らず，多くの街路樹の健全性に

とっても重要であると考えられる。

　本稿で参考にした文献は古いものが多く，森林総合研究所の河

邊祐嗣チーム長，窪野高徳室長，同九州支所の伊藤賢介グループ

長，秋庭満輝主任研究官の各氏のご協力によって見ることが出来

たものである。また，森林総研九州支所の佐橋憲生グループ長に

は熊本市における発生情報をいただいた。厚く感謝申し上げる。
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